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講義概要

・連続時間マルコフ連鎖と、推移確率の計算例。

・ポアソン過程は連続時間マルコフ連鎖の特別な場合である。

期末試験の予告問題（数値は変える予定です）

[1] {Nt}t≥0をパラメーター 2のポアソン過程とする。

(1) P (1 ≤ N3 ≤ 3)を求めよ。

(2) N3の平均と分散を求めよ。

(3) P (N1 = 2 | 1 ≤ N3 ≤ 3)を求めよ。

補充問題

[2] 推移行列がP =
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)
（第９回 [2]と同じ）、状態空間が I = {1, 2}の離散時間

マルコフ連鎖に対して、次の状態に移動するまでの待ち時間を独立同分布な確率変数列で、
パラメーター λ > 0の指数分布に従うものに置き換えた連続時間マルコフ連鎖 {Xt}t≥0を
考える。各 i, j ∈ Iに対して推移確率 pij(t) = P (Xs+t = j |Xs = i) (s, t > 0) とおく。
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11 はPnの (1, 1)成分）となることを示し、さらにそ

れを具体的に求めよ。

(2) p12(t), p21(t), p22(t)を求めよ。

[3] {Nt}t≥0をパラメーター λ > 0のポアソン過程とする。このとき、任意の 0 < s0 < s,

t > 0, i0, i, j = 0, 1, 2, · · · , i0 ≤ i ≤ jに対して次が成り立つことを確かめよ。

P (Ns+t = j |Ns0 = i0, Ns = i) = P (Ns+t = j |Ns = i).
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